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蓮

己仙

繰

越
の
常
泉
寺
H

南
保
畿

北
陸
の
雪
も
解
け
、
春
の
陽
ざ
し
が
暖
く
な
る
四
月
二
十

四
l
五
日
に
は
県
下
の
あ
ち
こ
ち
で
蓮
如
忌
が
催
さ
れ
る
。

蓮
如
忌
に
は
山
登
り
が
つ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
古

く
か
ら
の
山
入
り
の
習
俗
で
、
山
に
入
り
共
同
で
飲
食
し
、

神
の
宿
る
木
や
花
を
と
っ
て
神
を
里
に
迎
え
た
行
事
と
蓮

如
忌
が
融
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

南
保
・
越
の
常
泉
寺
は
、
蓮
如
上
人
の
臨
終
に
際
し
そ
の

看
病
を
つ
と
め
た
弟
子
の
願
山
堵
か
、
上
人
の
分
骨
寺
と

し
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
蓮
如
忌
の
歴
史
も
古
く
約
四
百

五
十
年
も
連
綿
と
し
て
毎
年
四
月
二
＋
四
J
五
日
に
催
さ

れ
て
い
る
。

蓮
如
忌
に
は
門
信
徒
や
部
落
の
人
冷
に
よ
っ
て
前
日
に
採

取
さ
れ
た
巾
菓
の
初
も
の
が
調
理
さ
れ
仏
前
に
供
え
ら
れ

る
さ
き
え

こ
の
御
忌
会
に
は
黒
東
各
地
か
ら
善
男
善
女
が
集
ま
り
、

そ
の
山
菜
の
祈
も
の
を
頂
き
、
無
病
患
災
仏
の
功
徳
に
あ

や
か
る
の
で
あ
る
。

御
堂
の
内
障
に
上
人
の
好
ん
だ
岩
か
げ
つ
つ
じ
が
か
ざ
ら

れ
る
が
、
近
年
こ
れ
に
か
え
て
椿
の
花
が
門
信
徒
か
ら

一

輪
づ
っ
献
花
さ
れ
、
期
せ
ず
し
て
格
展
の
景
を
呈
し
て
い

て
権
の
寺
と
い
う
異
名
で
称
さ
れ
て
い
る
向
も
あ
る
。

（写
真
は
山
菜
を
調
理
す
る
門
信
徒
た
ち
）
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刈一
民
家
は
だ
ん
だ
ん
＼減
少
の
傾
W

九
七
五
年

世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果

畿

朝
日
町
の
概
要

偽物

昭
和
五
十
年
二
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
た
、
一
九
七
五
年
世
界
録
業
LZ
ン
サ

ス
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

朝
日
町
の
綴
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第 24 7号

ω農
家
数

昭
和
五
十
年
二
月
一
日
現
在
の
牒
家

数
は
二
、

一
二
八
戸
で
、
四
十
年
か
ら

二
五
七
戸
、

一
0
・
八
%
滞
少
し
て
い

る。

減
少
半
を
み
ま
す
と
、
四
十
l
四

十
五
年
は
年
率
単
純
平
均

0
・
七
二
%

四
十
六
年

t
五
十
年
は
一

・
O
四
%
で

椛
絡
し
て
い
ま
す
。

と
の
よ
う
に
股
家
数
は
年
々
減
少
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

①
地
価
高
踏
に
よ
る
農
地
の
宅
地
、
工

場
敷
地
な
ど
へ
の
転
用

①
農
山
村
に
お
け
る
農
工

一
体
他
政
策

の
抱
嘩

①
投
下
資
本
、
労
働
に
刻
す
る
農
薬
収

誌
の
非
効
率
性

①
農
地
所
有
者
の
土
地皆川
識
の
変
化
等

が
原
悶
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ひ報広

ω専
兼
業
別
農
家
数

昭
和
五
十
年
二
月

一
日
現
在
の
専
業

農
家
は
六
二
戸
、
占
有
率
（
総
農
家
数

に
占
め
る
専
業
農
家
数
の
割
合
）
二

・

九
%
で
四
十
年
の
一
八
七
戸
、
占
有
率

七

・
八
%
と
比
較
し
ま
す
と
、

二

一五

一戸
六
六

・
八
%
減
、
占
有
崎
市
で
四

・
九

ポ
イ
ン
ト
の
械
と
な
っ

て
い
ま
す
。

第
一
種
兼
業
股
家
は
一
二
O
七
一戸
、
占

有
率

一
四
・

四

%
で
四
十
年
の
九
五
八

戸
、
同
四
0
・
二
%
と
出
較
し
ま
す
と

般
家
数
で
六
五
二
戸
、
六
八
%
減
、

占

有
率
で
二
五

・
λ
ポ
イ
ン
ト
の
大
隅
滅

と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
種
兼
業
農
家
は
、
て
七
五
九

一
戸
占
有
率
八
ご
・
七

%
、
四
十
年
の

一

、
二
四
O一戸
、
占
有
率
五
二

・
O
%
と

比
較
し
ま
す
と
、
五
一
九
戸
、
四
一
・

九
%
州
市
、
占
宵
惑
で
三

0
・
七
ポ
イ
ン

ト
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
専
業
農
家
、
第
一
種
兼

業
農
家
は
一戸
数、

占
有
率
と
も
に
減
少

し
て
い
る
反
面
、
第
二
種
兼
業
農
家
は

戸
数
、
占
有
率
と
も
に
栂
加
し
て
い
る

と
と
に
よ
り
本
町
の
農
業
は
基
幹
産
業

的
要
素
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
副
次
産
業

的
色
移
を
強
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
兼
業
率
が
高
く
な
っ
た
原
因

と
し
て
は

①
社
会
、

経
済
的
生
活
の
進
歩
に
よ
り

膨
張
す
る
家
計
費
を
農
業
収
入
に
依
存

す
る
乙
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と

①
四
十
三
年
以
降
の
米
生
産
調
整
策
に

よ
る
余
剰
労
働
力
の
他
産
業
流
出
、
農

産
物
価
格
の
停
滞

①
農
工

一
体
化
政
策
の
推
進
、
モ
ー
タ

リ
1
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
進
展
等
に
よ
る
通

勤
可
能
閣
内
の
拡
大
に
よ
る
就
業
機
会

の
増
大
。

①
米
作
偏
重
が
も
た
ら
し
た
農
業
意
欲

の
減
退
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

農家数の推移

flf, .f日！総 数 専業 第l般兼業 第2種兼業 対40年比

4州 2,385 187 958 1,240 .100.0 

45年 2,298 126 633 l,"539 96.4 

46年 2.245 75 514 1.656 94.1 

47年 2,220 71 410 l. 739 93. 1 

481f. 2.185 63 245 1,877 91.6 

49年 2, 152 65 239 1,848 90.2 

50-4'-2.128 62 307 1,759 89.2 

第 1表
経営規模別農家数

雫事l詑：農家l'l例外
10- 30～ JOO- 150～ 200』 250、

300a以上29 a 49 a 149 a 199 a 249 a I 299 a 

40年 2.385 436 193 756 456 185 68 

45年 2.298 •107 483 70•i "33 i98 58 13 

46年 2.245 895 803 :m 152 57 4 

何年 2.220 444 513 212 I 365 <118 146 44 13 4 
4白5，、千- 2. 185 460 245 I 31a 413 160 37 8 

49年 2.152 444 』68 23s I m 347 168 7 

30年 2.128 462 ・115 250 I 361 ~45 !i8 18 10 

第 2表

専兼業別農家比率の推移

dj!:業農家第 lfif(兼業農家 第 2糊兼業－農家

4り年 40. i.% 52.0% 

45年 努1 21.s% I 67.0% 

46年 之 22.9%I 73.8% 

47年 L~ is.s%J 78.3% 

48年 ゑ1L2% 8S.9% 

49年g 11.1% 85.9% 

50'.f-ゑ14.4% 82.7% 

表円。第

農
地
の
転
用
は

必
ず
許
可
を
得
て

農
地
（
回
や
畑
）
を
宅
地
や
山
林
等
に

転
用
す
る
と
き
は
、
転
用
す
る
前
に
農
業

委
員
会
を
経
由
し
て
県
知
事
の
許
町
を
得

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

転
用
の
許
可
基
準
は
、
昭
和
四
十
五
年

か
ら
の
米
生
産
調
整
等
に
よ
り
暫
定
的
に

緩
和
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
三
月

三
十

一
日
で
脆
止
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
四
月

一
日
以
降
の
転
用
は

優
良
農
用
地
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
事

項
に
該
当
す
る
場
合
は
許
可
さ
れ
な
い
こ

と
と
な
り
ま
す
。

［
農
掻
法
、
建
築
基
準
法
、
都
市
計
画

法
等
の
法
律
や
公
筈
、
墓
地
等
に
闘
す

る
条
例
心
よ
り
制
約
さ
れ
て
い
る
農
地

：
土
地
改
良
事
業
等
の
国
の
補
別
に
よ

り
公
共
投
資
の
行
わ
れ
た
腔
地

－

申
諸
問
硝
は
、
そ
の
目
的
実
現
の
た

め
必
袈
段
小
限
度
で
あ
る
と
と
（
個
人

住
宅
は
巌
高
五
ハ
む
材
、
農
家
住
宅
は

一
、

oood以
内
で
あ
る
と
と
）
0

4
ハ
転
用
に
よ
り
、
排
水
等
が
農
業
や
氷

守

t
n
6
n
L

産
業
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
な
く
関
係
者

の
反
対
が
な
い
と
と
。

ま
た
、
近
く
の
農
地
の
目
照
、
通
風

通
作
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

乙
と
。

(2) 

こ
と
し
の

農
作
業
賃
金
協
定
額
が

き
ま
り
ま
し
た

舎
農
業
委
員
会

命

朝
日
町
農
業
委
員
会
で
は
町
内
の
農
業

関
係
団
体
と
協
議
を
し
、
今
年
の
農
作
業

賃
金
と
農
業
犠
械
の
標
準
料
金
を
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

し
雇
用
労
働
賃
金

一
日
当
り
の
農
作
業
賃
金

男
四
、

0
0
0円

女
一
二
、
二
C
O円

農
業
機
械
の
一

0
ア
ー
ル

（
一
反
歩

v

当
り
標
準
料
金

2. 機 積 標準料金 摘要

1回入り 7.000円
務転機 2回入り 8.500円

3回入り 9.500円

トラクター 9.000円13回入り

田植機 4.000円 補助ず員
合ま

バイ ンタ ー 6.500円

白 脱型 11.500円籾除搬く出は
コンパイン

防除作業
散布

O
賄
は
で
き
る
だ
け
簡
素
に
し
て
各
作
業

男
女
と
も
五
ハ
む
円
程
度
と
す
る
。

O
耕
転
機
貿
耕
料
及
び
コ
ン
バ
イ
ン
は
、

耕
地
の
条
件
な
ど
に
よ
り
本
協
定
額
よ

り
二
割
以
内
の
埼
減
が
で
き
る
。

3

作
業
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
昼
食
時

聞
は

一
時
間
、
休
憩
時
聞
は
午
前
、
午
後

と
も
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
と
す
る
。
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第 24 7号

四
月
か
ら
、
月

て

四
O
O円
に

国
民
作
金
の
加
入
者
は
、
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
保
険

料
は
、
定
額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
の
二

段
階
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。

ζ

の
定
制
保
険
料
が
来
月
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の

て

一
O
O円
か

ら

て

四

O
O円

に
改
め
ら
れ
ま
す
（
付
加
保
険
料
は
、
間

O
O吋
の
ま
ま
す
え
鐙
き
）

。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
容
ら
し
の
さ
さ
え

に
、
あ
る
い
は
、

陣
答
者
と
な
っ
た
り
、

母
子
家
庭
と
な
っ
た
と
き
の
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
何
度
も
制
度
の
改
正
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

四
十
九
年
度
の
大
闘
な
年
金
翻
の
引
上
げ

に
続
い
て
、
昨
年
も
物
側
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
地
舗
が
行
わ
れ
、

二
年
前
よ
り
、
四

一

・
五

%
も
年
金
額
が
ふ
え
ま
し
た
。

と
の
よ
う
に
、
年
金
額
の
引
上
げ
に
と
も

な
っ
て
、
保
険
料
も
改
正
さ
れ
て
お
り
ま

す。「
高
柏
村
飢

・
悶
負
担
」
が
叫
ば
れ
て
い
る

今
日
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
避
け
ら
れ

な
い
乙
と
と
な
っ
て
き
忘
し
た
。

毎
月
の
保
険
料
は
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
障
害
年
金
や
、

母
子
年
金
が
受
げ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す。 国

民
年
金
の

保
険
料
が

改
め
ら
れ
ま
す

ひさあ報広

ま
た
、
納
期
臥
か
ら
二
年
た
つ
と
、
あ
と

で
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
く
な
り
、

将
来
の
老
齢
年
金
の
受
給
に
も
差
し
支
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、

納
付
が
困
難
な
人
に
は
、
保
険
料

の

「
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役

場
住
民
課
で
と
相
談
く
だ
さ
い
。

よ

く

調

べ

て

ぎ

一峰
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
る

早

く

届

け

よ

う

鰍
マ
小
学
校
五
年
女
子
の
部

国

民

健

康

保

険

の

鰍

①
長
谷
弘
子
（
南
保
）
①
扇
谷
美
智
代

資

格

得

失

の

届

出

欄

（
宮
崎
）
①
中
島
理
恵
子
〈
南
保
）

灘
マ
小
学
校
五
年
男
子
の
部

国
民
健
康
保
険
の
資
絡
が
で
き
た
と
き

翻

①
土
肥
誠
（
泊
三
区
）
①
吉
江
修
簿
（

な
く
な
っ
た
と
き
の
届
け
出
は
、
異
動
が

獄

五
館
庄
〉
①
浜
間
歩
（
五
箇
庄
）

発
生
し
た
臼
か
ら
十
四
日
以
内
に
届
け
出

轡
V
小
学
校
六
年
女
子
の
部

る
よ
う
、
世
帯
主
に
対
し
て
務
務
づ
け
ら

脳

①
木
村
附
子
〈
泊
二
区
）
①
長
崎
清
忠

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
届
け
出
が
最
近
大

翻

（南
保
）
①
長
谷
硲
笑
（
南
保
〕

幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
三
月
か
ら

轡
V
小
学
校
六
年
男
子
の
部

四
月
に
か
け
て
は
、
異
動
の
発
生
が
多
く

翻

①
長
崎
陽
一
（
南
保
）
①
牧
野
真
明
（

な
る
時
期
で
あ
り
、
ま
た
、
年
度
変
わ
り

魁

泊
二
区
）
①
松
倉
修
司
（
泊
二
区
）

の
と
き
で
も
あ
り
ま
す
の
で
不
利
益
が
発

踏
マ
中
学
校
女
子
の
怒

生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
で

鴇

①
広
回
裕
子
（
五
簡
庄
）
①
河
内
陸
（

き
る
だ
げ
す
み
や
か
に
属
け
出
を
お
願
い

湖

五
箇
庄
）
⑦
北
山
真
弓
美
（
関
係
）

し
ま
す
。

組
｛〉
中
学
終
日
向
子
一
部

第
二
十
四

町
民
ス
キ
！
大
会

小
中
学
校

ス
キ
l
記
録
会

選挙管理委員

牧野六郎左衛門氏逝去
‘ 4 白－ ~，i I 朝日町選挙管理委員会

11,1-理理r1委員の牧野六郎左衛門氏

1r，科吟lは、去る 2月18日脚感染

己主ぶvii』症のため県立中央病院で

ふ温棒誕込J 逝去されました（65才）。
凶溢国 氏は昭和29若手、朝日町

選挙管理委員会発足と同時に、委員に選

挙され、以来今日まで選挙管理の改醤、

理想選挙制度の確立に献身的努力を傾倒

され、 その卓越した指導に顕著なものが

ありました。

資性flf，＼厚で謹直、そして情誼に厚く常

に多くの人から敬話せられていた氏の逝

去は、惜しまれています。

二
月
八
日

①
字
間
間
以
造
（
南

保
）
①
大
和
徳
明

（泊
二
区
）
①
本

村
雅
宏
（
泊
三
区
）

V
中
学
校
男
子
－一
部

①
鍛
治
正
弘
（
大

家
庄
）
①
藤
井
雅

一
（
大
家
圧
）
①

米
任
邦
浩
〈
南
保
）

マ

一
一
般
女
子
の
部

①
広
田
谷
子
（
五

箇
庄
〉
①
米
丘
富

美
子
（
南
保
）
①

長
崎
智
子
（
南
保
）

マ

一
般
男
子
一
抑
制

①
梅
沢
義
弘
（
大
家
正
）
①
行
井
川
川
（

泊
三
区
）
①
松
下
博
明
（
樹
保
）

マ

一
般
男
子
二
部

①
加
藤
久

一
ハ
宮
崎
）
①
谷
口
克
己
（

泊
二
区
）
①
西
白
川
義
秋

（
大
・
家
庄
〉

マ
総
合

①
南
保
①
大
家
庇
①
五
悶
庄
）

（写
真
は
三
崎
ス
キ
l
場
で
聞
か
れ
た
町

民
ス
キ
l
大
会
の
よ
う
す
）

第
二
十
二
目

下
新
川
郎
氏
体
育
大
会

ス
キ
l
競
技
会

（
二
月
二
十
二
日
字
察
月
町

大
原
台
ス
キ
l
揚
）

マ
成
年
男
子
一
部

①
松
下
博
明

V
一
般
女
子

①
広
凶
み
な

移
①
仮
本
脱
政

(3) 

円

v
少
年
男
子
一
部

①
赤
川
修
①
金
井

マ
中
学
男
子
二
部

①
山
崎
和
人

マ
中
学
女
子

①
広
田
硲
チ

体
協
行
事
の

お
知
ら
せ

第

二
十
一
回

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

期

日

三
月
十
四
日
（
日
）

午
前
九
時
開
始

泊
中
学
在
体
育
館

ぷ、.；；、

場
ト
ラ
ン
ボ
リ
ン
教
室

参

加

者

募

集

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
の
聞
読
に
先
が
け

て
、
体
力
つ
く
り
と
敏
捷
牲
を
養
う
た
め

に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
を

開
講
し
次
の
要
領
で
参
加

者
を
募
祭
し
ま
す
。

期

日

三
月
十
九
日
〈

A
m
）
、
二
十
三

日

（火）

二
十

七
日
（
土
）
午

後
七
時
i
九
時

会

場

朝
日
町
勤
労
青

少
年
体
育
セ
ン

タ
ー

対
象
者

初
心
者
を
中
心

と
す
る

（
小
中

高
生
を
除
く
〉

受
纏
者

側
三
十
名
〈
巾

込
順
）

同
朝
日
町
内
居

住
者

申
司
泊
先

三
月
十
五
日
（

月
）
ま
で
朝
日

町
教
育
委
員
会

〈電
①

一
一
O
四
〉
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青
年
問
題

研
究
集
会

開
く

連

青

児
童
ク

ラ
ブ
育
成
功
労
者
と
し
て

佐

渡

庄
市
氏
夫
妻
受
彰

全
国
子
ど
も
会
連
合
大
会

く佐渡庄市氏夫妻〉

去
る
二
月
七
日
箱
般
小
涌
園
で
聞
か
れ
た
全
因
子

ど
も
会
迎
合
会
（
会
長
庄
次
徳
二
）
の
六
会
で
、
二

十
年
余
の
間
児
童
ク
ラ
プ
の
指
導
と
育
成
に
つ
と
め

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

活
動
功
労
者
と
し
て
表
彰
状

と
楯
が、

奥
さ
ん
の
内
助
の
功
に
対
し
て
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ひ

連
合
背
年
団
で
は
、
去
る
二
月
二
十
一

日

t
二
十
二
日
に
、
小
川
温
泉
元
湯
で
町

…

教
育
委
員
会
共
催
の
も
と
、
各
校
下
回
よ

…

り
六
十
余
名
が
参
加
し、

第
十
三
回
青
年

…

問
題
研
究
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

…

集
会
で
は
、
四
つ
の
分
斜
会
に
分
か
れ

…

各
自
が
提
川
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
三

…

時
間
半
に
わ
た
り
糊
心
に

A
論
が
展
開
さ

…

れ
ま
し
た
。

…

そ
の
中
で
は
、
情
宣
活
動
の
停
滞
打
開

…

策
、
議
会
広
報
発
行
の
件
、
女
子
団
員
の

…

＝
月
二
十
二
日
朝
日
町
児
童
ク
ラ
ブ
女

減
少
等
が
、
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
ま
し
た
。

山
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

．、
決
が
、
泊
小
学
校
講

な
お
、
助
言
者
と
し
て
県
育
協
、
連
部
円

…
堂
で
聞
か
れ
た
。

O
B
の
万
も
川
附
さ
れ
、
な
ご
や
か
な
ふ

…

第
一
回
大
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
八
チ
1

ん
い
さ
の
う
ち
に
、知
人
公
を
仰
が
り
ま
し
た
。
…
ム
が
診
加
し
珍
プ

v
ー
を
ま
じ
え
て
燃
峨

…
が
展
開
さ
れ
た
結
果
、

上
町
児
盟
ク
ラ
ブ

（
写
真
は
熱
心
に
川
論
を
行
う
背
年
諸
氏
）

・…
が
優
勝
、荒
川
児
童
ク
ラ
プ
が
次
勝
し
た
。

’~ 2 4 7号

｜｜上

！~第田T
卜 一 ｜日
～「「ノレ
ミ旧l芸与

ン女雪
卜子豆

長ラ
令 ｛憂
l勝

さあ報

④
児
童
ク
ラ
ブ
と
は

・
よ
い
仲
間
づ
く
り
を
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

－
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
カ
を
出
し
合
う
と
こ

ろ
で
す
。

－
楽
し
く
遊
ぶ
と
こ
ろ
で
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
・
も
っ
て
い
る
可

能
性
を
の
ば
す
た
め
に
、
仲
よ
く
協

力
し
あ
い
、
強
く
慌
し
く
生
き
る
と

と
を
学
び
、
自
分
の
も
っ
て
い
る
能

広

児
童
ク
ラ
ブ
を

結

成

し

健
全
な
子
ど
も
の

育

成

を

関和321芋8月 8自
M3lll郵便勧E軍司

、1・も＂

少
年
の
交
通
事
件
と

家
庭
裁
判
所

お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
。

な
お
時
間
に
つ
い
て
は
多
少
変
更
す
る

保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

間
和
五
十
年
度
退
所
式

三
月
二
十
六

日

午

前
九
時
三
十
分

間
利
五
十
一
年
度
入
所
式

四
月
五
日

午
前
九
時
三
十
分

一
加
藤
奨
学
金

一

奨
学
生
募
集

…

朝
日
町
で
は
加
麗
奨
学
金
の
奨
学
生
J

山
を
募
集
受
付
中
で
す
。
符
説
者
は
教
育
～

山
香
員
会
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
η

円
。
奨
学
生
の
要
件

町
内
居
住
者
の
子
〉

弟
で
四
年
制
以
上
の
大
学
に
在
学
す
へ

る
健
康
で
成
績
優
秀
な
学
生
の
学
資
〈

〈

接

則

。

一

y
o
奨
学
金

月
額
五
千
円
給
付
（
返
済
～

の

必

嬰

あ

り

ま

せ

ん

。

）

へ

〈
。
願
出
手
続

奨
学
生
繭
叫
、
奨
学
生
）

推
せ
ん
調
書

希
望
さ
れ
る
万
は
、
朝
日
町
教
育
委
刊

員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
日

(4) 

朝

日

町

人

事

異

動

cn 

ザ
噌
an

泊
病
院

看
護
婦

和

一

線

新

採

長

崎
一
雅
子

ハ
昭
和
五
十
年
十
一
月
一
日
付
）

泊

病

院

庁

E

T
b

F
Z

符

辺

鮒

来

事

バリ
同
目
立
一一

ハ昭
和
五
十

一
年．

一月

一
日
付
）

時－

2

泊
病
院

、」

職

宥

謹

婦

背

木

明

美

（
昭
和
五
十

二
ヰ
二
月
二
十
九
日
付
）

！日
新

争奇書
i 、

長
在住

民
子
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事
件
、
取
依
の
現
場
近
く
に
い
る
パ
ト
カ

ー
に
「
現
場
へ
急
行
す
る
よ
う
」
無
線
で

手
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、

「
一
一

O
番
」
を
お
か
げ
に
な

る
時
は
、
で
き
る
だ
け
次
の
よ
う
な
乙
と

を
沼
ち
つ
い
て
、
ハ
J

キ
り
と
お
話
し
に

な
っ
て
下
さ
い
。

－
い
つ
あ
っ
た
か

（時
間
）

・
ど
乙
で
あ
っ
た
か

（場
所
〉

・
だ
れ
が

（人
d

－
だ
れ
に

（相
手
）

・
何
を
し
た
か

・
ど
ん
な
状
宛
か

（内
容
〉

－
現
場
へ
の
自
じ
る
し

（目
標
）

ま
た
、
期
間
中
に
梢
防
団
の
春
季
開
習
を

行
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
消
防
車

の
サ
イ
レ
ン
吹
的
行
が
き
乙
え
ま
す
が
火

災
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
開
通
え
な
い

で
下
さ
い
。

日
山
車
両
火
災
の
防
止

川
線
野
火
災
の
防
止

①
富
山
県
重
点
実
施
事
項

①－
M
山
川
附
防
火
批
単
品
』

J

ア
山
戸
地
区
別

e

業
の

捻
進

①
「
熊
火
災
口
」
「
消
防
の
時
間
t

迎
励

の
緋
進
、
な
お
期
間
中
（
同
月
一

H
l
四

月
七
日
）
は
、
次
の
要
領
で
サ
イ
レ
ン
を

吹
附
し
ま
す
。

午
リ
川
七
時
と
午
後
九
州
の
二
回

｜
｜
｜

休

I
ll
t
休

｜
｜
｜

十
五
秒
六
秒
十
五
秒
六
秒
十
五
秒

二

一
O
番
」が

警
察
本
部
へ
集
中

犯
罪
の
広
域

ス
ピ
ー
ド
化
に
対
処

山
刊
が
ス
閥
的
円
以
の
正
し
い
使
い
方
の
羽
目
部

例
お
で
か
け
、
お
や
す
み
前
の
火
の
元
の

点
検

同
話
人
、
子
供
、病
人
の
安
全
避
難
の
健
保

附
水
バ
ケ
ツ
、
消
火
器
等
の
梢
火
器
具
の

燃
側
励
行
と
消
火
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
習
得

聞
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
デ
パ
ー
ト
、
複
合
用

途
ビ
ル
、
地
下
街
等
に
お
け
る
安
全
確
保

的
消
防
用
設
備
等
の
総
点
検
と
機
能
保
持

制
避
難
通
路
の
安
全
確
保

制
消
防
社
間
の
再
確
認

判
旅
削
、

水
T
W
に
お
け
る
避
線
経
路
の

築
内
と
佼
閥
巡
回
の
励
行

附
通
報
、
避
舵
誘
将
訓
練
の
実
施

①
危
険
物
施
般
の
安
全
管
理

例
危
険
物
施
設
の
安
全
点
検
の
笑
施

川
緊
急
時
の
通
報
連
絡
体
制

例
保
安
教
育
の
徹
底

＠
車
両
及
び
林
野
の
火
災
予
防

今
年
も
在
季
火
災
予
防
迎
助
が
、
次
の

要
領
で
実
施
き
れ
ま
す
。

当
地
方
は
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
北

陸
地
方
特
有
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り
、

火
災
の
多
い
時
期
に
入
り
ま
す
の
で
火
の

取
敏
い
に
は
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

実
施
期
間

三
月
二
十
五
H
l四
月
七
日

品別
期

三
月
二
十
五
日
J
三
月
三
十
一

口
車
師
、
林
野
の
火
災
防
止

を
ほ
山

後

期

阿

月

一
n
l
四
月
七
日

一
般
対
象
物

実
施
事
項

①
全
国

一
斉
実
施
事
項

ω暮
し
の
中
の
防
火
点
検

的
た
ば
乙
の
投
げ
捨
て
、
放
置
及
び
寝
た

ば
と
山
市
川
削
の
防
止
の
徹
底

今
ま
で
入
制
官
僚
察
署
に
設
置
し
て
あ
り

ま
し
た
緊
急
通
報
用
電
話
（
遇
税
ご
一

O
器
氾
話
」）

が、

二
月
二
十
三
日
か
ら

白
山
県
警
察
本
部
（
笛
山
市
新
総
山
輪
一

香
七
号
、
富
山
県
庁
内
）
へ
移
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
一
一

O
品
t

の
か
け
刈
は
、
従
米
と

変
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
広
域

・
ス
ピ
1

卜
化
し
て
い
る
犯
深
に
対
処
す
る
こ
と
を

円
的
に
、
従
米
以
上
に
迅
地
に
犯
人
を
必

M
側
、
及
び
事
件
、
事
故
の
解
決
を
は
か
る

た
め
、
警
察
本
部
へ
集
中
出
さ
れ
た
・
も
の

で
、
「

一一

O
番
」
を
受
理
し
て
い
る
聞

に
、
密
集
本
部
か
ら
所
轄
の
瞥
祭
器
や
、

. Ill 2 47号

…
選
挙
管
理
委
員
に
一

近
藤
慶
次
さ
ん

－

二
月
十
八
円
品
逝
さ
れ
た
明
日
町
選
…

γ令
官
間
安
口
、
牧
野
六
郎
応
術
門
氏
の
…

～
後
任
に
、
近
訓
練
間
以
次
さ
ん
へ
臼
才

・
良
一

ぺ
野
）
が
新
し
く
選
挙
管
理
委
員
に
就
任
…

一さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
五
十
二
ヰ
二
月
一

一
十
九
円
か
ら
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
一

F

十
一
・
百
ま
で
で
す
。

一

ひ

(5) 

さあ報一広

ミ
齢
制
勝
燃
閥
V
吋暗

号

－u
n
d
－
減
務
総
判
制
純
邦
弘
説
開
始
欝

経
議

av

、．rt
4
2

，、町、

都便スタンプで
朝日町を紹介しよう

日本の美しい風袋、地方の名物を図柄

にした風最入通信日付印が全国で約1500

あります。

泊郵便局でも、小川出泉と朝日岳を配

した風要素入通信日付印を｜昭和33年 3月 1
日から使用しており 、 日ii~ 「郵便局の旅
行記念ぷダンプ」と呼ばれ、億近収集が

さかんに行われております。

利用方法は、郵便局の窓口へ、雷、伏〈

定j~郵便物）または、：自i凶w;苗（堕I刊の
全部又は大部分に絵図、主f.氏、雷、図、

印影等を現出した、いわゆる絵葉書に蹴

る）等を差し出して、記念のため風白人

日付印により消印して持送するよう申し

1 IJがあった星通合と、官腿~省、郵便宙開

および航空白附並びに記念の目的ではっ

た、 20円以上の郵便切手に対し、消日の

もとめに応じております。

旅先からのたよりに、知人、友人への

たよりに、観光明日町の紹介に、風鎌入

口付印をど利用下さい。

北電だより
一一上手な電気の使い方一一

m気は花開地方でも70%が石油でつく

られておりま'90 

ちょっとした 仁犬や手入れで上手に使

いましょう。

＊冷蔵庫

食品の買や品、また季節に応じてi直面
にタ’イヤ／レを調墜しましょう。

器洗た〈綬

l四分のi@Jitを守り、タイマーを上手に

使い、洗いすぎないようにしましょう。

持掃除後

集じん袋のゴミは、手まめに捨てまし
ょう。

郵 便局だ よ

。富山刷ト新川町’

一・・ 昭和32年 8ll 8日ー’83掴郵便物隠可

泊・l1

7
・nx
U

ヲ。
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書
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’~ 3・・6便物際問

我
が
炎
死
な
ず

幻
へ
の
吹
い
応

流
雲
の
賦

折
鶴
の
波
監

空
海
の
風
足
上
下

女
の

U
時
ゆ川

恋
人
た
ち
の
絵
本

冬
の
花
火

黒

岩

盟

百

黒

川
百
彊

η

村

上

元

三

佐

野

洋

司
馬
泣
太
郎

川
辺
叫
チ

リ
ド
ム
女
勝
一万

渡
辺
制
作

一

通
信
教
育

県
立
雄
峰
高
校
生
募
集

勤
務
、
家
庭
、
交
通
、

年
備
、
身

体
な
ど
の
事
情
で
、
毎
日
通
学
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、

正
規
の
高
校
教

育
の
場
と
し
て
、
県
立
通
信
制
高
校

が
あ
り
ま
す
。

。
入
学
手
続

入
学
願
由
、
調
査
曹
が
必
要
で
す

〈
出
身
中
学
校
文
は
県
立
雄
峰
高
等

学
校
に
あ
り
ま
す
。
〉

。
募
集
期
間

二
月
十
六
円
か
ら
凶
月
十
刊
誌
で

的併身不能囚森村誠一

誤認辿州立制静子

北の海仲介上的

平将門〈企｛ハ〉悔音寺潮五郎

官一の断京佐々木丸芙

戻り道はない大薮春彦

心の旅路ジエlムズ・ヒ戸トン

出振池波正太郎

江口の子守唄黒山車吾

うたかた凹辺明子

火宅の人壇一雄

刊－幽・－-t . .,. ,, 
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場 日場 ！司 時 心 所 時 人 時 行 相
所 時所 時 通事 配 纏 政 6ま、λ一－午 T 朝午 毎 ご 朝午 三 法 朝午毎 相
魚 前 第 烈 iliJ筋 E 目前週 と 日桂十月 徐 目 時前十午 月 設

’-,.• 
故 £ーー

津 十 一 役部市 イ－ － L町十 火 相 町一 相 福町 第 と時 時 巡 三福時 臨 E笑福時六額 一
総県 ? 第 ? 第 回 I t止日 tlf：日制：火

ー可P

＜.＿＿ー
午＝所＇ F三 相 。セ午後 セ午 セ師i 案

庁合後＝ 曜水 後＝ 臨月 五ン ン後 ン後日
t・ 白炎 七 夕 三 タ四 タ 三 内

合時日 lfzy日 六 1時 1時 l時

0 -,.. 
4・4 ，ー’B ー、＂＇＂＂－ －・‘・

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
よ
の
工
事

一
、町
道
野
中
、
小
在
池
観
広
巾
改
良
ヱ
事

工
事
費
五
五

O
万
円

工

期
二
月
十
日

l
＝一月
三
十
日

延

長

二

五

八

米

師

国

六

・
五
米

’B
w
w
 

4
本一一明

詰
ま

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
僧
進
の
た
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
内
忠
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

ζ
ζ

に
停
く
お
科
申
し
あ
げ
ま
す
。

官
万
円
山

道

下

柳

下

則

雄

殿

な
く
な
ら
れ
た
御
尊
父
角
次
郎
さ
ん
の

供
接
の
た
め
、
香
典
返
し
の
一
部
を
社

会
稿
祉
の
た
め
に
と
持
容
さ
れ
た
も
の

参
千
円
也

西

町

森

木

庄

一

殿

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
役
立
て
て
下

さ
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の

浮
怖
い怜
防
同
贈

宮
崎
小
学
校

へ

－
稚
内
市

波
間
三
郎
兵
衛
氏
か
ら

児
童
図
哲
一
式

・
宮
崎

水
島
普
宝
氏
か
ら
ス
タ
ン
ド

ピ
ア
ノ

一
角

図
許
飢
へ

－
平
柳

平
野
幸
太
郎
氏
か
ら
間
的
問

入
賞
姶
万
円

ふ
』
種
生
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山
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市
町
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窪

田
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信正邦 只 勝文幸 治正知時仁利
明美監火挺前 l',/J夫男田茂勲久高也夫譲位

尾川’下田谷保野 町

〈お
す
こ
や
か
に
）

（お
し
あ
わ
せ
に
し

長長 二 長良長長長二長長 二 二長 長 長 三 長
9J ~~男リj k 女男女女女女友男女男男 Y:~ 

子容司也美人子桂

恵

子

加
奈
子

平

皇
国

一

志

保
山ぃ

χ
凡
V
A

税
率人ーし

也
管
mw

桐到正竜浩美規削民茂

岡

島

忠

東

海

美
代
子

松

原

経

一

稲

沢

久

子

南

保

昭

男

南

保

恵

子

長

津

清

芳

牧

野

え
み
子

斎

藤

豊

二

斎
藤
千
代
英

〈お
く
や
み
申
し

あ
げ
志
す
）

水
島
八
郎
右
衛
門
〈
乃
〉

島

崎

久

雄

〈

M
）

扇

谷

進

〈

臼

）

勝

目

見

（

幻

）

尾

崎

彦

松

（

η
）

川崎

（一一 2月の町内交通事故数・一一一－－－－－－－－
夜間は必ず

i 月 件数死者負傷者 ライト を
つけよう

i 1月 3 0 3 
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下 。 グ山 J 虫j' I／ 閏月 。 道？走 。 東泊
山 昭
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編
集
兼
発
行

印

。
問
い
合
わ
せ
、
願
・
鍵
出
先

宿
山
県
立
雄
峰
高
等
学
夜
通
信
制

一T
2
0
（白
山
市
赤
江
町
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〉

電
話
（
口
実
四
）
四
一
｜
四
九
五
一

7
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更

回

み

よ

（

η）

氷
川
附
与
次
郎
（
印
）

品
川
住
宗
治
（
行
〉

川長

野

つ
や
（
印
）

谷
口
栄
次
郎
（

η）

柳
下
角
次
郎
（
刊
）

永
井
つ
る
江
（
日
）

谷

ひ

ろ

（

刊

）

耐
部
弥
一
郎
（
お
）

米

丘

う

め

（

引

）

米
丘
甚
之
次
郎
（
印
）

永
口
順
龍
（
羽
）

山

田

ふ

ゆ

（刊）

黒
崎
み
よ
（
位
〉

住
吉
と
き
子

（叩）
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朝
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刷
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便
番
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